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資料 2 将来推計の条件・手法 

将来推計の手順 

ごみ排出量の将来推計の手順は、図 2-1 に示すとおりです。 

ごみ処理基本計画策定指針（平成 28 年９月環境省策定。以下「策定指針」といいます。）

を参考に、過去の実績から排出原単位を算出し、この実績を基にトレンド法を用いて将来推計

した上で、将来予測人口を乗じて排出量を予測しました。 

家庭系ごみの排出原単位には１人１日当たりの排出量（g/人・日）を用いましたが、不法投

棄・ボランティア清掃ごみ及び事業系ごみは、人口の増減に影響を受ける項目ではないため、

排出原単位には、１日当たりの排出量（ｔ/日）を用いました。 

また、将来予測人口には、「第２期松山市まち・ひと・しごと創生総合戦略」（令和２年３

月策定）に掲載されている「松山市人口展望」の数値を用いました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2-1 ごみ排出量の将来推計の手順 
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将来推計の方法 

策定指針にトレンド法による具体的な推計式が記載されていないことから、ごみ排出量の将

来推計に関し一般的に用いられるもの（直線式、二次関数式、指数式、べき乗式、ロジスティ

ック式及び対数式の６推計式）を使用し、推計しました。 

最終的に採用する推計式の選定に当たっては、以下の点に留意しました。 

 

【推計式の選定に係る留意事項】 

 

 推計値が将来的に０に近づくもの及び極端な増加又は減少傾向を示す式は除外し、 

相関係数が高い式を採用。 

 実績値が小さく推計が困難な場合は、実績値５年間の平均値を採用。 

 実績値が増減を繰り返しており、傾向が顕著でない場合は、直近５年間（平成 26～ 

30 年度）の平均値を採用。 

 排出量が少なく、直近３年間（平成 28～平成 30 年度）の実績値に顕著な傾向が 

見られる場合は、直近３年間の平均値を採用。 

 不法投棄・ボランティア清掃ごみは、ごみ収集量の推計が困難であるため、 

実績値５年間の平均値を採用。 

 

 



資料２ 将来推計の手順・方法 

2-3 

【推計式の内容】 

① 直線式：ｙ＝ａｘ＋ｂ 

実績値を直線に置き換えた場合の推計式 

 

 

 

 

 

 

 

② 二次関数式：ｙ＝ａｘ２＋ｂｘ＋ｃ 

実績値を放物線に置き換えた場合の推計式 

 

 

 

 

 

 

 

③ 指数式：ｙ＝ａ×ｂｘ 

実績値の伸びを一定の比率で増加または減少させる推計式 

 

 

 

 

 

 

 

④ べき乗式：ｙ＝ａ×ｘｂ 

実績値の伸びを経年とともに急激に増加させる推計式 
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⑤ ロジスティック式：ｙ＝Ｋ／（１＋ｅ（ａ－ｂｘ）） 

実績値の伸びを徐々に増加させた後、徐々に減少させ一定の値に近づく推計式 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑥ 対数式：ｙ＝ａ×lnｘ＋ｂ 

実績値の増加率（減少率）が徐々に低減していく推計式 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑦ 平均値：ｙ＝一定値 

実績値の平均値に近づく推計式 
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